
報

会

報

史
学
研
究
会
は
去
る
十
誓
月
二
日
の
会
員
総
会
の
議
決
に
よ
っ
て
、
従
来
の
会

則
を
改
め
、
次
の
よ
う
な
新
会
則
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
史
学
研
究
会
々
財
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
一
　
碍
改
正
）

　　　
鼠名（

事
務

（
事

第
一
章
総

二

階
）
第
　
一
条
　
本
会
は
史
単
研
究
会
と
称
す
る
。

的
）
第
二
条
　
本
会
は
史
学
・
地
理
学
。
考
古
学
を
研
究
し
、

　
　
　
そ
の
発
達
を
叢
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

所
）
第
三
条
本
会
は
事
務
所
を
、
京
都
市
左
京
区
吉
聞
本
町

　
　
　
一
番
地
　
京
都
大
単
丈
学
部
内
に
置
く
。

業
）
第
四
条
　
本
会
は
第
二
＾
粂
の
鼠
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次

　
　
　
の
事
業
を
行
う
。

　
　
　
一
、
史
学
研
究
会
大
会
。
例
会
及
び
そ
の
他
の
会
合
の
開

　
　
　
　
　
催

　
　
　
二
、
研
究
。
調
査
及
び
見
学
の
実
施

　
　
　
三
、
会
誌
門
史
林
」
の
発
行

　
　
　
四
、
そ
の
他
本
会
の
鼠
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な
事
業

第
二
章
　
会
　
　
　
員

（
会
員
の
演
絡
）

（
会
員
の
種
類
・
）

第
五
条
　
本
会
は
雪
見
・
地
理
挙
・
考
古
単
を
研
究
す
る

　
老
及
び
こ
れ
に
関
心
あ
る
亀
の
を
会
員
と
す
る
。

第
q
山
ハ
　
条
　
本
合
幽
の
会
上
世
は
）
次
の
こ
桶
狸
類
と
す
る
。

　
一
、
通
常
会
員

　
　
　
　
　
　
　
二
、
名
奮
会
員

・（

?
　
　
会
）
第
七
条
新
た
に
遜
常
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
住

　
　
　
　
　
　
　
所
・
匿
名
・
職
務
及
び
専
門
を
記
載
し
、
半
年
分
以
上
の

　
　
　
　
　
　
　
会
費
を
添
え
て
講
・
務
所
に
、
・
甲
込
む
も
の
と
す
る
。

（
名
誉
会
員
）
第
八
条
本
会
の
た
め
功
績
顕
碧
な
亀
の
は
、
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
の
議
決
に
よ
り
、
名
誉
会
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
樹
来
る
。

（
会
員
の
権
利
）
第
九
条
　
会
員
は
、
本
会
の
会
合
に
幽
燃
し
、
研
究
・
調

　
　
　
　
　
　
　
査
・
見
挙
そ
の
他
の
蟻
壁
に
参
加
し
、
会
誌
「
史
林
」
の

　
　
　
　
　
　
　
配
布
を
受
け
、
且
つ
こ
れ
に
投
稿
す
る
こ
と
が
繊
来
る
。

（
会
員
の
義
務
）
第
十
条
　
玉
江
会
員
は
別
に
定
む
る
と
こ
ろ
の
会
費
を
納

　
　
　
　
　
　
　
辛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
第
三
章
　
役
　
　
　
員

（
役
員
の
種
類
）
第
十
一
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　
　
　
　
　
　
一
、
理
薯
　
十
三
名
　
但
し
内
一
名
は
理
事
長
、
五
名
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事

　
　
　
　
　
　
　
二
、
監
　
蟻
　
二
名

　
　
　
　
　
　
　
三
、
評
議
員
　
若
干
名

　
　
　
　
　
　
　
四
、
委
　
員
　
若
干
名

（
選
出
↑
方
法
）
第
十
二
条
　
諏
川
講
階
員
は
会
員
中
よ
り
理
事
会
に
お
い
て
選
繊

　
　
　
　
　
　
　
し
会
員
総
会
の
承
認
を
経
る
も
の
と
す
る
。
理
事
及
び
監

　
　
　
　
　
　
　
事
は
．
評
議
員
会
に
お
い
て
こ
れ
を
互
選
す
る
。
理
事
長
及

　
　
　
　
　
　
　
び
常
務
理
麟
は
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
互
選
す
る
。
委

　
　
　
　
　
　
　
員
は
会
員
中
よ
り
理
事
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。
理
叢
・
長

　
　
　
　
　
　
　
は
必
要
に
応
じ
て
臨
時
に
委
員
を
委
醐
隅
す
る
こ
と
が
掲
来
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（
役
員
の
任
期
）

（
役
員
の
職
務
）

　
る
。

第
十
三
条
　
役
員
の
任
期
は
各
二
年
と
し
、
重
任
を
妨
げ
な

　
い
。
役
員
に
欠
員
を
生
じ
た
揚
含
に
は
こ
れ
を
補
充
す
る

　
こ
と
が
出
来
る
。
補
充
の
た
め
に
選
ば
れ
た
役
員
の
任
期

　
は
前
任
者
の
残
任
期
聞
と
す
る
。

第
十
四
条
　
役
員
の
職
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
一
、
理
事
長
は
本
会
を
代
啓
し
一
切
の
会
務
を
統
轄
す
る
。

　
二
、
理
壌
は
理
事
会
を
構
成
し
会
務
を
処
理
す
る
。
常
務

　
　
　
理
事
は
編
集
。
庶
務
・
会
計
そ
の
他
の
事
務
を
分
掌

　
　
　
す
る
。

　
三
、
監
事
は
本
会
の
会
計
経
理
及
び
会
務
の
執
行
状
況
を

　
　
　
監
査
す
る
。

　
四
、
評
議
員
は
評
議
員
会
を
組
織
し
、
予
算
案
・
決
弊
報

　
　
　
告
書
を
審
議
し
こ
の
会
則
に
完
む
る
職
務
を
行
い
、

　
　
　
そ
の
他
理
薯
長
の
諮
問
に
称
じ
て
霧
議
す
る
。

　
五
、
委
員
は
常
務
理
事
を
た
す
け
、
編
集
。
庶
務
。
会
計

　
　
等
の
箋
務
を
分
担
す
る
。

　
　
　
　
第
四
章
　
会
　
　
　
議

（
評
、
議
員
会
）
第
十
五
条
　
評
議
立
会
は
毎
年
一
輪
理
事
長
が
こ
れ
を
招
集

　
　
　
　
　
　
　
す
る
。
但
し
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
時
亀
し
く

　
　
　
　
　
　
　
は
監
事
及
び
評
議
員
の
二
分
の
一
以
上
か
ら
招
集
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
が
あ
っ
た
職
工
に
は
、
臨
時
に
こ
れ
を
招
集
す
る
。

（
理
　
　
事
　
　
会
）
　
第
十
山
ハ
条
　
　
理
事
会
は
必
菰
次
に
応
じ
て
理
事
長
冒
か
こ
れ
を
招

　
　
　
　
　
　
　
蔵
す
る
。

（
議
決
の
方
法
）
第
十
七
条
　
評
議
員
会
。
理
事
会
は
現
在
徽
の
二
分
の
一
以

　
　
　
　
　
　
　
上
の
出
席
に
よ
っ
て
開
会
し
そ
の
議
決
は
出
庸
者
の
過
半

　
　
　
　
　
　
　
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。
可
否
同
数
の
場
合
は
理
事
長
の
決

　
　
　
　
　
　
　
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
役
員
が
会
議
に
働
席
出
来
な
い
時

　
　
　
　
　
　
　
は
書
面
で
自
ら
意
見
を
表
し
、
又
は
他
の
同
じ
役
員
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
れ
を
委
任
す
る
こ
と
が
田
来
る
。

　
　
　
　
第
五
章
　
会
員
総
会
・
大
会
及
び
例
会

（
会
員
総
会
）
第
十
八
条
　
毎
年
一
画
（
秋
期
）
会
員
総
会
を
開
き
会
務
を

　
　
　
　
　
　
　
報
告
す
る
。

（
大

（
例

（
経

（
予
鐸
及
び
決
算
）

（
会
計
年
段
）
第
二
十
王
条

会
）
第
十
九
条
　
毎
年
一
団
（
秋
期
）
穴
会
を
開
き
研
究
・
調
査

　
　
　
・
見
学
を
行
う
。

合
｛
）
　
第
弓
二
十
条
　
　
毎
年
山
ハ
闘
例
会
を
開
当
¢
会
閃
貝
の
研
究
発
由
衣
な
行
N

　
　
　
う
。
量
器
は
そ
の
都
度
こ
れ
を
定
め
る
。
そ
の
他
必
要
に

　
　
　
応
じ
て
特
別
例
会
を
開
く
こ
と
が
出
　
来
る
。

第
六
章
　
会
　
　
　
計

費
）
第
二
十
丁
粂
　
本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及
び
寄
附

　
　
　
金
盈
三
っ
て
充
て
る
。
会
費
は
会
誌
代
を
以
っ
て
こ
れ
に

　
　
　
充
当
す
る
。
会
誌
代
は
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

　
　
　
第
二
｝
十
二
条
　
本
会
の
予
藤
蔓
は
毎
会
計
年
度
の
開
始
前

　
　
　
に
理
事
会
に
お
い
て
こ
れ
を
編
成
し
、
評
議
員
会
の
議
決

　
　
　
を
経
て
決
定
す
る
。
決
難
報
告
響
は
毎
会
計
年
慶
の
終
了

　
　
　
後
理
事
会
に
お
い
て
作
成
し
評
噺
議
員
会
の
承
認
を
経
る
こ

　
　
　
と
を
要
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
本
会
の
会
計
年
度
健
毎
年
四
月
｝
冒
に
始
ま
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報会

　
　
　
　
　
　
　
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

　
　
　
　
第
七
章
　
会
則
の
変
更

（
会
則
の
変
更
）
第
「
二
十
四
条
　
こ
の
会
剛
の
変
更
は
理
事
会
に
お
い
て
白
蝋
餓

　
　
　
　
　
　
　
し
評
議
員
会
及
び
会
員
総
会
の
承
認
を
経
る
竜
の
と
す
る
。

一
、

二
、

　
　
　
附
　
　
　
　
期

こ
の
会
期
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
細
則
は
理
事
会
に
お
い
て
別
に
こ
れ

を
定
め
る
。

こ
の
会
則
は
昭
瀦
三
十
二
年
雛
月
一
口
よ
り
施
行
す
る
。
昭
和
三
十
一
年

十
一
月
の
会
員
総
会
で
選
ば
れ
た
評
議
員
は
本
会
則
第
十
二
条
の
規
定
に

よ
っ
て
選
出
　
さ
れ
た
評
議
鍛
と
み
な
し
そ
の
任
期
は
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
餌
よ
り
昭
和
三
十
四
年
三
月
三
十
　
碍
ま
で
の
ニ
ケ
年
と
す
る
。
昭
和

三
十
一
年
十
一
日
〃
現
在
そ
の
職
に
あ
る
役
昌
ハ
は
昭
和
三
十
二
年
一
二
月
焦
鴻
十

一
厨
ま
で
そ
の
職
に
あ
る
竜
の
と
す
る
。

会
則
変
更
の
主
な
る
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。

　
史
学
概
究
会
は
戦
後
新
し
く
会
則
を
改
め
、
評
議
員
を
会
員
総
会
で
選
出
し
、

民
主
的
に
会
務
を
処
理
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
各
位
の
御
協
力
に
よ
り

「
史
林
」
の
刊
行
も
定
期
的
に
行
わ
れ
、
会
員
数
も
着
実
に
増
加
し
、
全
国
的

に
多
数
の
会
員
を
擁
す
る
発
展
を
見
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
御
同
慶
の
至
り
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
る
に
従
来
の
会
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
全
魑

学
会
と
し
て
の
実
体
を
具
え
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
京
都
大
学
丈
学
部
史
学
科

を
中
心
と
す
る
同
窓
会
的
地
方
学
会
と
の
誤
解
を
招
き
易
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
誤
解
を
て
掃
す
る
た
め
に
、
会
の
実
体
に
即
応
し
た
会
則
に
改
正

い
た
し
ま
し
た
。
叉
、
会
員
総
会
で
投
票
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
評

議
員
が
、
京
阪
神
在
住
者
に
偏
っ
て
い
た
為
に
、
点
し
い
会
則
で
は
理
事
会
が

扇
蟹
的
視
野
で
評
議
員
を
選
寒
し
、
会
員
総
会
の
承
認
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ

と
に
改
め
ま
し
た
。
同
時
に
、
従
来
の
会
則
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
嘉

実
上
行
っ
て
お
り
ま
し
た
予
算
編
成
及
び
決
算
報
轡
に
関
す
る
審
議
の
手
続
き

を
、
睨
文
化
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
日
の
会
員
総
会
で
は
理
工
・
会
が
選
融
し
た
新
会
則
に
よ
る
第
一
期

の
評
議
員
六
十
三
名
の
承
認
を
受
け
、
目
下
受
諾
方
交
渉
中
で
す
。
御
本
入
の

受
諾
を
得
て
確
定
い
た
し
ま
し
た
ら
次
号
に
発
表
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
本
会
発
展
の
た
め
に
、
会
員
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま

す
。

矢森岡高岡井

守　田瀬崎上

一三董重精良簗
彦三郎雄郎信者

紹

愛
学
研
究
会
理
嘉
会

頭
芦
屋
高
校
教
鍮

大
阪
大
単
助
手

冨
山
大
単
教
授

平
安
女
子
短
大
助
教
授

京
都
大
学
二
丈
科
単
研
究
所
教
授

京
都
大
挙
大
学
院
特
疑
研
究
生
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学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

　
塑
学
研
究
会
大
会
は
恒
例
に
よ
り
十
一
月
｝
日
よ

り
開
催
さ
れ
た
。
一
日
（
木
）
の
飛
鳥
地
方
見
学
は

午
前
八
時
二
十
分
京
大
を
延
発
、
橿
原
神
宮
エ
人
和
国

塑
館
・
石
舞
台
・
岡
寺
・
飛
鳥
寺
・
酒
船
石
等
を
見

学
し
た
。
帰
途
奈
良
博
物
館
で
正
倉
院
展
を
晃
聴
し

午
後
六
時
隔
藩
。
二
日
（
金
）
総
会
及
び
大
会
は
午

後
｝
時
よ
り
楽
友
会
館
に
て
行
っ
た
。
総
会
は
原
理

事
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
赤
松
・
有
光
・
藤
岡
各
理

婁
よ
り
会
務
報
告
が
あ
り
、
新
会
則
と
ハ
新
会
則
に

よ
る
次
期
評
議
員
と
を
承
認
し
た
。

　
当
日
次
の
通
り
談
演
が
行
わ
れ
、
会
場
に
濫
れ
る

程
の
多
数
の
聴
衆
に
夫
々
深
い
感
銘
を
与
え
た
。

　
庄
圃
図
の
歴
塑
地
理
的
考
察
　
　
　
米
倉
　
二
郎

　
中
國
の
土
地
所
膚
と
均
田
制

　
　
…
と
く
に
始
源
の
問
題
を
中
心
と
し
て
i
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
実
造

　
羅
文
式
文
化
論
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
清
男

大
会
終
了
後
楽
友
会
館
で
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催

し
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

名
嘗
会
員
新
村
鐵
博
士
文
化
勲
章
受
賞

　
本
会
名
画
会
員
薪
村
繊
博
士
は
十
｝
月
三
警
吏
化

　
の
碍
に
文
化
勲
章
を
受
け
ら
れ
た
。
癖
士
の
栄
誉
一

　
を
称
え
る
と
共
に
、
芸
る
十
月
閥
日
八
十
歳
の
誕

　
生
闘
を
迎
え
ら
れ
た
博
士
が
益
々
長
寿
を
全
う
さ

　
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

京
都
大
学
文
学
部
創
設
五
十
周
年
記
念
特
別
例
会

＋
一
月
二
＋
四
臼
（
土
）
午
後
一
時
、
本
経
第
六

教
室

　
雑
戸
の
労
役
に
つ
い
て
　
　
　
　
福
尾
猛
市
郎

　
六
朝
時
代
の
社
会
と
宗
教
　
　
　
　
宮
川
尚
志

　
飛
騨
高
地
の
羅
文
式
石
器
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澄
田
　
正
一

　
礪
波
の
散
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
松
　
繁
樹

　
小
プ
リ
ニ
ウ
ス
の
ビ
テ
ィ
ニ
ア
総
開
心
と
し
て

　
の
使
命
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
水
川
温
二

　
　
　
　
圏
　
史
　
関
　
係

京
都
女
子
大
学
更
学
研
立
大
会

十
月
十
三
冒
（
ヒ
、
輪
）
午
後
一
時
　
京
都
女
子
大
学

　
庶
民
的
枇
界
観
の
成
立

　
一
石
門
心
学
に
つ
い
て
一
1
　
　
柴
田
　
　
実

　
カ
ラ
コ
ル
ム
旅
」
行
談
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
　
回

読
塑
会
秋
季
大
会
　
十
一
月
三
日
（
祝
）

午
前
九
時
　
京
大
丈
学
部
第
｝
教
蟻

　
照
堵
に
つ
い
て

　
古
代
東
宮
の
塊
位
と
権
力

　
伝
統
の
起
源

　
高
野
山
に
お
け
る
「
行
入
方
」

田横吉
中田国

勝健
蔵一躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
庄
宗
正

　
親
鷲
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
　
赤
松
俊
秀

　
中
部
大
和
に
お
け
る
近
世
初
期
村
落
の
形
成

　
一
1
豊
成
柿
を
中
心
と
す
る
i
一
朝
倉
　
　
弘

　
加
賀
藩
の
農
地
制
度
に
関
す
る
二
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
林
識
蟄
二
郎

　
豊
本
商
工
会
議
所
の
政
治
墾
酌
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
叉
久

　
師
範
学
絞
に
お
け
る
歴
史
教
育
　
　
酒
井
　
患
雄

　
壼
生
龍
穴
神
社
の
神
事
古
礼
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
邦
平

　
寺
元
株
に
つ
い
て
　
、
　
　
　
　
平
山
敏
治
郎

大
会
後
、
知
恩
院
内
需
香
殿
に
お
け
る
晩
餐
会
に
は

悶
国
鴫
ハ
名
が
参
会
し
た
。

愛
学
会
大
会

公
開
講
演
　
十
一
月
十
日
（
土
）
午
後
一
時

策
大
法
文
経
益
八
番
教
室

　
　
繭
周
の
社
会
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
塚
　
茂
樹

　
　
日
本
の
硬
玉
問
題
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
亮
策
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蕊ttt：界キ1毬，恵、

艶
本
史
部
会
　
十
一
月
十
一
口
（
日
）

　
魏
志
購
入
伝
に
見
え
る
女
王
と
男
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
斗
米
清

　
魏
志
倭
人
伝
に
見
え
る
「
青
大
句
珠
」
の
一
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
成
夫

　
大
化
前
官
編
制
の
一
考
察

　
－
…
入
制
に
つ
い
て
一
　
　
　
直
木
孝
次
郎

将
鶴
叢
書
本
日
本
書
紀
神
代
巻
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
末
一

三
代
実
録
の
分
註
に
つ
い
て
　
　
　
榊
　
　
宏
吉

神
社
創
建
の
注
目
す
べ
き
一
壷
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
地
　
治
邦

奈
良
。
平
安
時
代
の
国
の
等
級
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
霞
　
英
雄

愚
管
抄
の
彰
考
異
本
・
野
宮
本
お
よ
び
天
理
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
見
　
　
薫

東
北
地
方
在
家
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
信

「
密
行
信
証
扁
成
立
の
動
機
と
時
期
　
笠
原
　
一
男

下
地
分
割
法
の
成
立
に
関
す
る
二
三
の
問
題

　
－
弘
安
元
年
及
び
同
七
年
の
立
法
意
義
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
次
郎

安
土
宗
論
の
史
的
意
義
　
　
　
　
　
中
尾
　
　
発

近
世
宿
駅
の
租
税

　
ー
ー
東
海
道
土
山
宿
の
場
合
i
森
　
　
杉
夫

　
近
世
在
郷
町
の
成
立
と
構
造
一
元
禄
六
年

　
　
越
中
城
蝿
町
品
々
帳
に
つ
い
て
i
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
井
誠
一

　
都
市
門
閥
特
権
借
入
層
の
衰
退
過
程

　
　
ー
ー
糸
割
符
商
入
と
呉
服
師
に
つ
い
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
易
直

　
掟
書
管
見
一
名
古
屋
水
口
屋
の
場
合
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
田
　
長
繁

　
谷
口
藍
田
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
出
口
　
宗
之

　
明
治
初
年
の
勧
商
政
策
一
i
通
商
・
為
替
両

　
　
会
祉
の
役
割
ー
ー
　
　
　
　
　
　
中
村
　
尚
莫

　
明
治
中
期
の
仏
教
と
墓
督
教
の
衝
突
に
つ
い
て

　
　
i
「
教
育
と
宗
教
の
衝
突
」
を
辿
っ
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
久
一

　
海
老
名
弾
正
の
一
側
面
　
　
　
　
　
高
橋
　
昌
郎

　
明
治
二
年
遼
州
中
泉
普
済
院
（
救
院
或
は
落
場
と

　
も
い
う
）
規
則
に
つ
い
て
　
　
　
鈴
木
泰
山

仏
教
更
学
会
大
会
　
十
一
月
十
目
（
土
）

午
前
九
時
　
　
一
般
報
告
　
仏
教
大
学

　
五
出
教
団
の
展
瀾
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
大
拙

　
会
昌
廃
仏
の
一
側
薗
　
　
　
　
　
　
笠
問
　
達
男

　
印
度
大
乗
仏
教
に
於
け
る
如
来
蔵
思
想
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
㍍
覚

　
金
光
明
経
の
帯
王
観
と
そ
の
シ
ナ
・
田
本
的
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
岡
　
秀
友

　
碑
文
か
ら
見
た
大
衆
部
の
分
布
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
谷
正
雄

　
台
密
源
流
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
部
　
和
雄

　
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
末
法
思
想
と
新
旧
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
業
真
徹

　
共
同
課
題
「
国
家
権
力
と
仏
教
」

　
初
期
チ
ベ
ッ
ト
史
に
お
け
る
仏
法
と
王
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
　
台
舜

　
北
周
政
権
の
変
遷
と
仏
教
　
　
　
　
大
川
審
±
夫

　
古
代
国
家
権
力
と
仏
教
　
　
　
　
　
二
葉
憲
香

　
鎌
倉
宋
期
に
お
け
る
神
国
思
想
と
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
俊
雄

　
近
畿
・
近
代
に
お
け
る
国
家
と
仏
教
と
の
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
祐
泉

日
本
史
研
究
会
大
会
　
十
一
月
十
七
日
（
土
）

午
前
幸
暗
　
立
命
館
大
学
存
心
館

　
日
本
古
代
に
お
け
る
塩
生
産
の
発
展
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
義
郎

　
行
基
伝
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
薫

　
近
世
に
お
け
る
カ
ワ
タ
の
土
地
所
有
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
広

鮫
阜
加
蔑
事
件
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
昇
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近
代
謡
本
に
お
け
る
入
閣
像
　
　
　
平
林
、
　
一

十
一
月
十
八
臼
（
田
）
午
前
九
時

「
暗
代
区
分
の
究
明
の
た
め
に

　
i
歴
史
に
お
け
る
政
治
と
経
済
一
」

　
班
田
農
屍
を
め
ぐ
る
諸
問
題
　
　
　
北
山
茂
夫

　
領
主
制
の
形
成
と
荘
園
体
制
　
　
　
上
横
手
雅
敬

　
明
治
維
新
論
の
再
検
討
　
　
　
　
　
脇
国
　
　
修

　
日
清
戦
争
後
の
政
治
過
程
　
　
　
　
岩
井
　
忠
熊

大
会
後
、
立
命
大
学
生
食
堂
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

大
谷
大
学
圏
史
学
会
大
会
　
十
二
月
二
日
（
B
）

　
慈
母
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
久
間
　
竜

　
続
日
本
紀
に
あ
ら
わ
れ
た
奈
良
譜
代

　
i
特
に
外
位
制
に
つ
い
て
i
l
　
山
香
　
　
茂

　
中
世
武
家
家
訓
に
現
わ
れ
た
儒
仏
受
容
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原
　
愚
弟

　
公
開
講
演

　
熊
野
信
仰
と
熊
籔
詣
　
　
　
　
　
五
悪
　
　
重

　
葉
大
寺
の
創
建
に
つ
い
て
　
　
　
山
本
栄
吾

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
甕
談
話
会
大
会
　
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
文
科
学
研
究
所

　
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
歴
史
世
界
の
形
戒
と
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
実
造

太
平
軍
と
捻
軍
と
の
関
連
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
御
八
郎

清
朱
政
治
思
議
に
関
す
る
一
考
察

　
－
誕
嗣
同
を
中
心
に
－
　
　
野
村
　
浩
一

明
末
に
お
け
る
公
租
奴
変
に
つ
い
て

　
明
末
知
識
人
の
一
類
型

　
宣
化
に
お
け
る
立
化
祖
師
の
事
蹟

　
順
義
王
書
入
三
娘
子
に
つ
い
て

　
再
び
長
行
馬
文
書
に
つ
い
て

郵
の
丈
化

　
史
記
列
伝
の
記
載
性
格
に
つ
い
て

　
墨
子
学
園
に
つ
い
て

　
唐
の
義
民
制
度
に
関
す
る
雑
考

東
方
学
会
総
会
　
十
一
月
四
日
（
日
）

佐
伯
有
一

酒
井
忠
夫

前
嶋
　
信
次

青
木
嘉
太
郎

藤
枝
　
　
晃

上
原
　
淳
道

根
本
　
　
甲

羅
都
宮
清
吉

浜
口
　
重
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
図
書
館

　
西
域
探
険
の
回
顧
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
小
一
郎

　
西
域
資
料
展
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
小
笠
原
賞
秀

　
大
谷
探
険
隊
の
成
果
に
つ
い
て
　
　
石
浜
純
太
郎

史
学
会
合
洋
史
部
会
　
十
一
月
十
一
臼
（
臼
）

　
国
風
よ
り
見
た
周
代
村
落
の
分
解
　
松
本
　
幽
明

　
漢
窯
の
即
事
と
役
事
　
　
　
　
　
　
平
中
　
苓
次

　
薫
製
の
経
済
思
想
　
　
　
　
　
　
　
布
麟
　
潮
嵐

　
義
煕
同
断
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
越
智
重
明

大
唐
租
鷹
野
時
代
の
統
計
戸
数

唐
代
四
川
の
壌
法

中
国
南
朝
の
対
外
交
渉
に
つ
い
て

庭
州
の
位
置
に
つ
い
て

南
詔
国
の
麦
配
層
に
つ
い
て

黎
朝
の
均
田
と
公
田

明
代
駅
伝
の
社
会
経
済
史
的
考
察

朱
導
水
の
鎚
学
愚
想
に
つ
い
て

臼
首
捻
一
灘

北清山藤長松古
郷水本沢沢田賀
　泰遂i義瀦寿
康次郎美俊男登

　
太
平
天
国
占
領
下
の
南
溝
鎮
に
お
け
る

　
湖
糸
貿
易
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
河
鰭
源
治

　
革
命
評
論
轡
見
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
箕
離

京
大
入
文
科
学
研
究
所
開
所
記
念
公
開
講
演
会

十
一
月
目
臼
（
臼
）

　
遊
牧
帝
国
の
成
立
過
程
　
　
　
　
　
欝
欝
　
　
忍

京
大
入
文
科
学
研
究
所
交
換
研
究
会

＋
二
月
五
・
六
日
（
水
・
木
）

　
先
秦
時
代
の
地
方
都
市
　
　
　
　
　
関
野
　
　
雄

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

第
二
四
回
西
洋
史
読
書
会
大
会
十
一
月
三
日
（
土
）

午
前
八
時
半
…
午
後
五
時
　
京
大
楽
友
会
館

　
本
年
度
読
書
会
大
会
は
原
先
生
御
盗
官
の
最
後
の

　
年
に
あ
た
り
、
先
生
の
御
偉
業
に
こ
た
え
る
た
め

　
ひ
ろ
く
卒
業
生
各
位
及
び
他
大
学
の
研
究
者
の
方
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学　界 消　息

々
が
ら
多
…
数
の
積
極
的
な
参
加
を
い
た
だ
ぎ
、
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
罠
族
に
於
け
る
民
族
性
と
批
難
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
丙
午
郎

弁
論
術
の
起
源
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
康
視

ギ
リ
シ
ア
の
音
隷
ポ
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
　
春
斌
不

ク
ロ
イ
ソ
ス
の
質
ゴ
ス
に
つ
い
て

　
ー
ヘ
ロ
ド
ト
ス
批
判
の
一
視
点
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
業

り
Φ
賊
竃
a
O
珍
餌
寓
ω
と
ど
Φ
図
乙
く
9
一
Φ
ユ
餌

　
出
錠
舞
貯
の
関
係
に
つ
い
て
　
清
水

ゲ
ル
マ
ン
社
会
に
お
け
る
奴
隷
　
　
堀
内

メ
ロ
ヴ
イ
y
ガ
の
社
会
に
つ
い
て
　
竹
内

マ
ナ
ー
研
究
の
問
題
点
　
　
　
　
　
富
沢

ド
イ
ツ
騎
士
団
長
の
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
巡

フ
ラ
ン
ド
ル
の
農
村
工
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
ロ

マ
キ
ア
ヴ
綴
り
の
私
等
に
つ
い
て
柴
出

矯
Φ
臨
O
場
鑓
節
賦
O
講
と
≦
、
騨
措
影
び
①
邑
σ
q

　
神
学
に
つ
い
て

　
一
嶺
凶
O
年
頃
を
戒
心
と
し
て
一
－
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
本

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
一
断
面
　
　
　
碓
井

英　　作　霊正一・窟　龍
一博　男　岸三徳一　生

謙健
工輔

　
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
幻
想
に
つ
い
て
　
　
藤
原
国
男

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
救
貧
法
成
立
の
裏
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
村
雅
彦

　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
成
立
と
封
建
邊
制
茨
木
慶
エ

　
フ
ラ
ン
ス
糖
悩
罠
「
政
籠
小
と
産
業
輩
－
命
　
泉
　
　
豪
雄

　
一
九
〇
烈
年
、
ロ
シ
ア
の
学
生
逮
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
　
百
厚

　
古
典
的
労
働
貴
族
の
概
念
　
　
　
　
市
川
欺
八
郎

　
唯
物
史
観
の
前
提
と
し
て
の
人
周
　
河
村
　
盛
一

　
エ
ヌ
。
イ
。
ガ
レ
ー
エ
フ
の
㎜
朧
史
研
究
に

　
　
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
重
雄

　
マ
イ
ネ
ッ
ケ
史
学
の
根
祇
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
　
治

　
理
論
と
歴
史
－
ー
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
孤
ー
バ
ー

　
と
カ
ー
ル
・
ラ
ン
プ
レ
慨
ト
ー
西
山
胴
劉
二

西
洋
史
読
書
会
例
会
　
十
一
月
十
日
（
土
）

午
後
一
時
　
史
学
科
演
習
箋

　
0
8
蹟
ぎ
⇔
瞬
①
一
〇
奄
“
U
δ
⇔
議
①
9
Φ

　
鳥
①
目
”
亀
○
触
導
霧
δ
昌
　
　
　
　
　
井
上
　
淑
子

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
大
会
　
十
一
月
四
濤
（
濱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
文
学
都

　
天
理
市
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
原
　
公
徳

麓
藥
落
に
関
す
る
二
、
蹉
の
検
討
　
押
野

近
世
城
下
町
と
し
て
の
徳
島
　
　
　
福
井

江
戸
時
代
に
お
け
る
西
洋
地
球
説
排
撃
と

　
仏
教
系
批
界
図
　
　
　
　
　
　
　
海
野

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
「
法
の
精
神
」
に

　
於
け
る
印
度
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子

目
本
の
年
令
珊
人
口
構
成
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
本

地
震
に
伴
う
旧
穀
の
変
動
と
高
知
浦
戸
湾

　
の
二
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
見

和
泉
中
心
部
の
条
里
地
割
　
　
　
　
大
越

杜
会
地
理
学
の
方
法
論
　
　
　
　
　
藍
碧
松

江
芦
時
代
摂
義
々
作
地
帯
に
お
け
る

　
土
地
利
用
の
一
彩
態
　
　
　
　

浮
瞬

濃
尾
農
村
近
代
化
の
地
域
性
　
　
　
坪
内

飯
山
盆
地
の
農
村
家
内
工
業
　
　
　
菊
地

伝
統
工
業
の
立
地
に
関
す
る
考
察
　
西
村

八
丈
島
の
土
地
所
有
型
と
半
農
半
漁
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
村

南
米
の
焼
畑
農
業
に
つ
い
て
の
一
、

転
飼
養
難
業
春
の
移
動
と
分
布
　
　
大
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
樹

西
南
日
本
の
入
口
の
増
加
地
域
と
減
少
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悦
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睦
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肇

二
の
考
察

佐
々
木
高
明

　
　
　
聖
心
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長
門
県
塵
高
原
野
菜
の
輸
送
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
浩
一

　
丹
那
勲
爵
の
酪
農
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
清
治

　
〔
シ
y
ポ
ジ
ウ
ム
〕
む
ら
と
む
ら
の
結
び
つ
き

序
　
説
　
　
　
　
　
　
　
　
水
津
　
一
朗

生
　
産
　
　
　
　
　
　
　
谷
岡
武
雄

　
商
業
・
交
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
地
　
節
郎

　
文
化
・
会
杜
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
慶
治

　
行
政
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎

入
文
地
理
学
会
特
別
例
会
　
十
一
月
牽
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
文
学
部

　
欧
米
視
察
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帷
子
　
二
郎

地
理
学
談
話
会
大
会
　
十
一
月
三
日
（
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
文
学
部

　
林
野
の
共
同
体
的
断
有
と
利
用
形
態
の

地
理
学
的
研
究
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤

賃
金
と
地
域
に
関
す
る
経
済
地
理
的
法
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
地

江
戸
時
代
「
鎌
倉
道
」
交
通
の

　
歴
塑
地
理
的
研
究
　
　
　
　
　
　
阿
部

紀
州
の
近
世
に
お
け
る
地
方
行
政
区
劃

、
変
遷
と
村
落
の
分
合
　
　
　
　
　
近
藤

ア
メ
リ
カ
古
文
明
の
形
成
理
論
　
　
宮
川

　
　
　
考
盲
学
閣
係

貫晃＿　士
　口

正
道

酋

造忠

考
古
学
協
会
秋
季
総
会
及
び
大
会

十
一
月
二
。
三
日
　
罪
証
祉
大
学

　
青
森
県
三
戸
郡
大
館
村
赤
御
堂
貝
塚
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
坂
　
輝
弥

　
御
蔵
島
ゾ
ウ
曲
越
跡
の
調
査
　
　
　
　
　
麻
生
　
　
優

　
新
潟
県
栃
倉
遺
跡
調
査
の
概
要
　
　
小
磁
　
義
治

　
隠
岐
島
縄
文
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
永
雅
雄
・
山
本
　
清

　
山
口
県
豊
浦
郡
土
井
ケ
浜
証
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
関
　
　
恕

　
沼
隈
半
島
の
考
古
学
的
調
査
　
　
　
豊
　
　
元
期

　
立
教
学
院
綜
合
運
動
場
内
発
見
の
土
師
器
伴
串

　
　
集
落
堆
調
査
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
川
　
成
夫

　
熊
本
県
吉
尾
吉
良
群
調
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
詰
仲
男
・
石
部
正
志

　
紀
伊
明
楽
山
古
墳
群
調
査
課
告
　
　
金
谷
　
浦
回

　
陶
器
千
塚
調
査
概
報
　
　
　
　
　
　
森
　
　
浩
一

栃
木
県
古
墳
と
栃
木
県
製
陶
窯
阯
と
の
関
係
に

　
　
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
守
一

　
大
阪
府
南
河
内
郡
国
分
町
安
福
寺
石
棺
の
文
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
佐
　
晋
一

　
飛
鳥
寺
第
一
次
調
査
概
報

　
　
　
　
　
浅
野
　
清
・
杉
山
信
三
・
坪
井
清
足

　
玉
名
郡
倉
阯
と
推
定
せ
ら
れ
る
肥
後
立
願
寺
の

遺
構

武
蔵
国
分
寺
発
掘
調
査
概
報

福
岡
県
蒋
宮
町
竹
原
古
墳
の
壁
画

群
馬
県
横
穴
式
古
墳
の
編
年

能
登
の
石
造
塔
婆

　
　
　
研
究
部
会

田
辺
再
哲
夫

石
田
　
茂
作

森
　
葭
次
郎

尾
翼
蒋
佐
雄

日
蜀
　
一
郎

　
農
本
に
お
け
る
無
土
器
文
化
の
地
質
・
地
形
学

　
　
上
か
ら
み
た
位
置
に
つ
い
て
　
　
坤
斤
沢
　
長
介

　
長
野
県
古
屋
敷
遺
跡
の
無
土
器
文
化

　
　
　
　
　
鈴
木
　
誠
・
小
林
国
夫
・
藤
沢
宗
平

　
西
貝
本
無
土
器
文
化
研
究
の
概
要
　
　
鎌
木
義
昌

　
米
を
患
土
し
た
縄
文
文
化
の
一
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
潤
三

　
日
本
原
始
農
耕
試
論
　
　
　
　
　
　
酒
詰
　
仲
男

　
日
本
に
お
け
る
初
期
鉄
製
品
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
　
敬

　
中
国
に
お
け
る
初
期
鉄
器
の
問
題
関
野
　
　
雄

考
古
学
談
話
会
　
十
一
月
十
四
日
　
楽
友
会
館

　
十
一
月
六
日
か
ら
集
中
講
義
と
し
て
「
臼
鼻
先
塑

　
時
代
土
器
の
研
究
扁
を
講
ぜ
ら
れ
た
東
京
大
学
山

　
内
清
男
講
師
を
か
こ
ん
で
教
壼
員
及
び
聴
講
巻
が

　
先
史
学
の
諸
問
題
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。
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